


「鶴見ら、れあい館」に併設されている
人気のパン屋「麦の家」。1日 100種
類以上の商品を作っている

「手彫りの判子、その材質の
違い」などを教えていただぃ
た「堀江千里劇 のご主人は、
豊岡商店街協同組合の理事長

隋雀も力可「気軽に」「ら、らっとJ

立ち寄れる場所づくりを目的
とし、高齢者や障害者、地域
の方の交流拠点となってぃる
「鶴見ふれあぃ館」で記念撮
影。手前右のご婦人が簡さん

「西田書店Jの展示ショーケース・
限定本の世界に、「ミノムシ、欲
しい」と長い間釘づけになったア
ンナさん、その結果は (本文参照)

Ｊ
Ｒ
鶴
見
駅
西
日
を
右
に
曲
が
れ

ば
豊
岡
商
店
街
だ
。
商
店
街
理
事
長
さ

ん
の
店

「堀
江
千
里
堂
」
で
、
街
の
由

来
を
伺

っ
た
。

商
店
街
の

一
本
道
は
線
持
寺
に
由
来

す
る
。
約
百
年
前
、
寺
が
北
陸
か
ら

当
地

へ
移
転
す
る
際
、
ト
ロ
ツ
コ
で
建

設
用
の
材
木
を
運
ぶ
た
め
に
出
来
た
道

だ
。
組
持
寺
は
修
行
寺
で
観
光
と
は
縁

が
無
く
、
門
前
町
と
し
て
栄
え
る
こ
と

は
無
か

っ
た
。
そ
れ
で
も
自
然
発
生
的

に
飯
屋
や
古
着
屋
が
で
き
て
商
店
街
の

形
を
成
し
た
。

堀
江
さ
ん
に
よ
る
と
、
豊
岡
は

「
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
商
売
」
。
駅
に
近
く
、
金

融
機
関
や
医
院
が
多
い
た
め
人
が
集
ま

り
や
す
い
。他
方
、
駅
前
に
は
ス
ー
パ
ー

が
あ
り
横
浜
や
川
崎
も
近
く
、
生
鮮
三

品

（肉
屋
、
八
百
屋
、
魚
屋
）
が
無
く

な
る
の
は
早
か
っ
た
。

残

っ
た
商
店
は
、
チ
エ
ー
ン
店
を
別

に
す
れ
ば
、
刃
物
屋
、
古
本
屋
な
ど
昔

な
が
ら
の
個
人
商
店
だ
。
刃
物
の

「鶴

見
利
研
」
は
販
売
だ
け
で
は
な
く
研
い

で
く
れ
る
。
店
に
あ

つ
た
ハ
サ
ミ
を
使

わ
せ
て
も
ら

つ
た
。
紙
を
切
る
と
シ
ャ

キ
ン
と
い
い
音
が
し
た
。

堀
江
さ
ん
の

「千
里
堂
」
は
印
鑑
の

専
門
店
だ
。
祖
父
は
瓦
版
や
浮
世
絵
の

版
を
削
る
版
木
屋
だ

っ
た
。
父
は
版
木

屋
の
小
僧
か
ら
判
子
屋
に
転
身
し
、
三

代
目
の
今
に
至
る
。

「
判
子
屋
は
字
を
書
け
な

い
と
商
売

に
な
ら
な
い
ん
で
す
よ
」

堀
江
さ
ん
は
パ
ソ
コ
ン
が
主
流
の
今

も
、
手
書
き
に
こ
だ
わ
つ
て
い
る
。
個

性
の
あ
る
判
子
は
そ
れ
と
見
分
け
が
つ

く
た
め
、安
心
し
て
使

っ
て
も
ら
え
る
。

削
る
に
は
ノ
ミ
を
用
い
る
。
道
具
は
自

分
で

「
こ
さ
え
る
」
、
す
な
わ
ち
研
い

で
厚
み
や
角
度
を
決
め
る
。

本
ツ
ゲ
や
黒
水
牛
な
ど
素
材
を
見
せ

て
も
ら

つ
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
で
入

手
不
可
能
と
な

つ
た
象
牙
も
、
在
庫
が

少
し
あ
る
。
牙
の
根
本
は
目
が
粗
く
、

先
端
は
キ
メ
が
細
か
い
。
２
本
並
べ
る

と
そ
の
差
は
歴
然
と
し
て
い
た
ｏ

「
鶴
見
ふ
れ
あ

い
館
」
は
障
害
者
の

作
業
所
と
パ
ン
屋
と
喫
茶
ス
ペ
ー
ス
か

ら
成
る
。
入
り
口
で
は
街
の
ご
婦
人
方

が
手
芸
教
室
の
真

っ
最
中
。
奥
に
は
代

表
の
簡
さ
ん
が
常
駐
し
て
い
る
。
香
水

の
薫
る
素
敵
な
マ
ダ
ム
は
８５
歳
だ
。

「
１０
歳
く
ら
い
は
サ
バ
読
め
ま
す
よ
」

「ま
あ
、
嬉
し
い
わ
」

華
や
か
な
笑
顔
の
陰
に
は
昔
労
が
隠

れ
て
い
た
。

豊
岡
に
は
シ
ヤ
ツ
タ
ー
通
り
に
な
り

か
け
た
時
期
が
あ
る
。
心
配
し
た
簡
さ

ん
た
ち
が
横
浜
市
の
ま
ち
普
請
事
業
に

応
募
し
て
、
「
ふ
れ
あ
い
館
」
の
創
設

が
決
ま

つ
た
。
市
か
ら
の
援
助
で
は
足

り
ず
、　
一
般
の
賛
助
金
に
も
頼
り
な
が

ら
、
全
員
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
で
頑
張

っ
て
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い
る
。
２
年
目
で
よ
う
や
く
家
賃
が
払

え
、
３
年
目
の
今
年
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
交
通
費
が
出
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

「
ふ
れ
あ
い
館
」
に
は
自
慢
の
ト
イ
レ

が
あ
る
。
１
０
０
軒
以
上
あ
る
商
店
街

に
初
め
て
で
き
た
そ
れ
は
、
車
い
す
可
、

お
む
つ
替
え
可
。
淡
い
ピ
ン
ク
で
統

一

さ
れ
て
い
る
。

「
行

っ
て
ら

つ
し
ゃ
い
」
と
送
り
出

さ
れ
て

「西
田
書
店
」
へ
。
壁
と
い
う

壁
が
み

っ
ち
り
本
で
埋
ま

っ
て
い
る
、

東
京

・
神
田
で
も
珍
し
い
ほ
ど
の
本
格

派
古
書
店
だ
。
創
業
６８
年
。
強
い
分
野

は
国
文
学
、
歴
史
、
郷
土
史
、
宗
教
。

組
持
寺
が
近
く
に
あ
る
影
響
だ
と

い

う
。
店
内
の
シ
ョ
ｌ
ヶ
ｌ
ス
で
は

「限

定
本
の
世
界
」
と
い
う
展
示
を
や
っ
て

い
た
。

小
島
鳥
水
の

『書
斎
の
岳
人
』
は
、

背
表
紙
に
ミ
ノ
ム
シ
を
用
い
て
い
る
。

人
が
書
斎
に
こ
も
る
の
と
、
ミ
ノ
ム
シ

が
巣
に
こ
も
る
の
を
掛
け
て
あ
る
。
１

冊
に
付
き
３０
匹
を
用
い
、
限
定
１
０
０

冊
で
３
０
０
０
匹
が
犠
牲
に
な

っ
た
。

表
紙
は
本
の
皮
で
、
日
と
手
に
優
し
い
。

価
格
は
１
万
５
百
円
。

「
本
が
持

つ
人
を
選
ぶ
ん
で
す
よ
」

と
二
代
目
の
佐
藤
さ
ん
。
何
度
か
出
し

か
け
た
手
を
結
局
引

っ
込
め
た
。

「鶴
見
利
研
」
の
シ
ョ
ｌ
ヶ
ｌ
ス
も
、

限
定
本
の
世
界
に
近
い
空
間
だ
。
板
前

に
人
気
の
出
刃
包
丁
が
鋭
い
光
を
放

っ

て
い
る
。
壁
に
は
「岩
田
増
太
郎
」
や
「長

太
郎
」
な
ど
作
者
銘
の
付
い
た
ハ
サ
ミ

が
作
品
の
よ
う
に
飾
ら
れ
て
い
る
。
奥

は
研
ぎ
場
だ
。
一
一代
目
の
吉
田
さ
ん
は
、

よ
そ
の
商
品
で
も

「
ま
ん
べ
ん
な
く
」

研
い
で
く
れ
る
。

銅
の
お
ろ
し
金
は
５
千
円
を
超
え
る
。

「
こ
れ
で
下
ろ
す
ど
繊
維
が
よ
く
切

れ
て
美
味
し
い
で
す
よ
」

こ
れ
ま
た
出
し
か
け
た
手
を
引

っ
込

め
た
。

「
内
山
ミ
シ
ン
商
会
」
も
６５
年
以
上

続
く
老
舗
だ
。

３０
年
ほ
ど
前
は
街
に
数

軒
あ

っ
た
と
い
う
ミ
シ
ン
屋
は
、
今
は

内
山
さ
ん

一
軒
と
な

っ
た
。
店
内
に
並

ん
で
い
る
の
は
家
庭
用
や
業
務
用
の
コ

ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
ミ
シ
ン
だ
が
、
修
理
の

た
め
に
訪
れ
る
人
も
少
な
く
な
い
。
鶴

見
に
は
８０
代
や
９０
代
で
昔
の
足
踏
み
ミ

シ
ン
を
使

っ
て
い
る
人
も
健
在
な
の
だ
。

取
材
を
終
え
、
駅

へ
戻
る
途
中
で
、

思
い
切

っ
て

「西
田
書
店
」
に
飛
び
込

ん
だ
。

「
ミ
ノ
ム
シ
、
下
さ
い
」

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
か
ら
取
り
出
し
て
も

ら
つ
て
い
る
間
に
気
が
付

い
た
。
価
格

は
１
万
５
百
円
で
は
な
く
、

１０
万
５
千

円
だ

っ
た
。
ミ
ノ
ム
シ
は
再
び
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
に
戻

っ
た
。

本
が
持
つ
人
を
選
ぶ
。
本
よ
り
も
値

段
に
選
ば
れ
な
か
っ
た
私
は
、
再
び
駅

を
目
指
し
た
。

地元で65年という内山ミシ

ン商会店内にて。右が二代目

|の内山江史 (た けし)さ ん、

1左が三代目になる雄太さん

「鶴新 輛JI」 、研ぎの名人の吉

田さんに、包丁、ハサミ、お

ろし金など「切れ味」がいか

に大事かを教えていただいた

」R鶴見駅西口を利用する人

たちが絶え間なく通っている

「鶴見矛獅升J前の豊岡商店街  _

荻野アンナ (お ぎの。あんな)

横浜市出身、作家。慶応義塾大学文学部仏文科教授。1991年、『背負い水』で芥川賞受賞。
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『殴る女』『大震災 欲と仁義』『えろたま』など多数。
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